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9月14日、愛知県に2施設目となる大型商業施設ららぽーとが東郷町に開業した。愛知県初出店36店を含むグ

ルメ・エンタメ・ファミリー向けなど多彩な201店がオープン。2018年の名古屋みなとアクルスのオープン時同様、新聞

特集やTVCM、オープニングイベントなど盛大なプロモーションが想定された。

しかし新型コロナウイルス感染症への対策が求められる中でのオープンとなり、マス媒体への露出は3密を発生させる

要因となり得るとして敬遠されてしまった。話題の商業施設、人は集めたいが、一気に集まりすぎることは避けたいとい

う悩ましいジレンマが付きまとった。そこで中日新聞は、地域広告版の配布日・配布エリアを変えることにより集客を分

散させる案を提案、16ページのタブロイド版の発行となった。

新しい生活様式に対応した“マナーオープン”、小回りの利く地域広告版は、新しい開業の形、新しい集客の形の一

助となった。 名古屋本社広告二部
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▲2020年9月5・7・9日付 中日新聞地域広告版 タブロイド16ページ

小回りの利く地域広告版で “密”を避ける集客方法を提案

「ららぽーと愛知東郷」マナーオープン

■ 3日に分けて地域広告版を配布！集客の分散を狙いました

■ 16ページ建で発行！「ららぽーと愛知東郷」の魅力を伝えています

【9月5日発行】 【9月7日発行】 【9月9日発行】

配布エリア・発行日によって、近隣の方々を
プレオープンへ招待する日を変更して案内。
集客を分散し、密を避けることを狙いました。

201店が
オープン！


